
(57)【要約】

【課題】特殊な固定手法を採用することなく板体の固定

力を簡易に高めることができるようにする。

【解決手段】抜止溝が設けられた嵌合部１１を有する軸

体１と、嵌合部１１が嵌合される嵌合溝２１及び該嵌合

溝２１に臨む孔２２，２３を有する軸継手本体２と、前

記孔２３に圧入された係止体３と、前記軸体１の移動を

規制する規制片５１，５１、該規制片５１，５１に連な

り前記係止体３と軸継手本体２との間で挾着された被挾

着部５６及び該被挾着部５６に突設された凸部５７を有

する板体５とを備えており、前記凸部５７が嵌入された

凹部２７を前記軸継手本体２及び／又は係止体３が有す

る構成とし、板体５のガタつきをなくした。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 体 と 、
該 軸 体 が 嵌 合 さ れ る 嵌 合 溝 、 該 嵌 合 溝 に 臨 む ２ つ の 孔 を 有 す る 軸 継 手 本 体 、 及 び 前 記 孔 の
１ つ に 圧 入 さ れ た 係 止 体 を 備 え る 軸 継 手 と を 、
前 記 孔 に 挿 入 し て 前 記 係 止 体 に 係 止 す る 結 合 軸 に よ り 結 合 す る 結 合 構 造 に お い て 、
前 記 軸 体 の 移 動 を 規 制 す る 規 制 片 、 該 規 制 片 に 連 な り 前 記 係 止 体 と 軸 継 手 本 体 と の 間 で 挾
着 さ れ た 被 挾 着 部 及 び 該 被 挾 着 部 に 突 設 さ れ た 凸 部 を 有 す る 板 体 を 備 え て お り 、 前 記 軸 継
手 本 体 及 び ／ 又 は 係 止 体 は 前 記 凸 部 が 嵌 入 さ れ た 凹 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 軸 体 と 軸
継 手 と の 結 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 凸 部 は 前 記 軸 継 手 本 体 及 び ／ 又 は 係 止 体 よ り も 硬 度 を 高 く し て あ る 請 求 項 １ 記 載 の 軸
体 と 軸 継 手 と の 結 合 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
車 両 に お け る ス テ ア リ ン グ 装 置 は 、 そ の 一 端 が 操 舵 輪 に 繋 が る 操 舵 軸 と 、 該 操 舵 軸 の 他 端
に 結 合 さ れ た 軸 継 手 を そ の 一 端 に 有 す る 伝 動 軸 と 、 該 伝 動 軸 の 他 端 に 軸 継 手 を 介 し て 結 合
さ れ 、 車 体 の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ た ラ ッ ク 軸 の 中 途 部 に 噛 合 す る ピ ニ オ ン を 有 す る ピ ニ オ
ン 軸 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
操 舵 軸 又 は ピ ニ オ ン 軸 か ら な る 軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 構 造 は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載
さ れ て い る 。
特 許 文 献 １ の 結 合 構 造 に お い て 、 軸 体 の 端 部 は 円 形 周 面 の 一 部 に 一 対 の 平 行 な 平 取 面 及 び
該 平 取 面 に そ の 両 端 が 臨 む 抜 止 溝 を 有 す る 非 円 形 の 嵌 合 部 が 設 け ら れ て い る 。 軸 継 手 は 前
記 嵌 合 部 が 相 対 回 転 不 能 に 嵌 合 さ れ る 嵌 合 溝 及 び 該 嵌 合 溝 に 臨 む 同 芯 的 な ２ つ の 孔 を 有 し
て お り 、 こ の 孔 の １ つ に 鍔 を 有 す る ナ ッ ト 部 材 が 圧 入 さ れ て い る 。 ま た 、 軸 継 手 の 外 周 り
に は 前 記 各 孔 に 対 応 す る 貫 通 孔 を 有 す る 湾 曲 部 、 及 び 該 湾 曲 部 の 一 端 に 連 な り 前 記 嵌 合 溝
内 へ 挿 入 さ れ る 規 制 片 を 有 す る 板 体 が 保 持 さ れ て い る 。 こ の 板 体 は 反 規 制 片 側 の 孔 周 り を
被 挾 着 部 と し 、 前 記 ナ ッ ト 部 材 を 前 記 貫 通 孔 の １ つ に 圧 入 す る こ と に よ り 前 記 鍔 と 軸 継 手
と の 間 で 被 挾 着 部 を 挾 着 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 は 、 軸 体 の 嵌 合 部 を 軸 継 手 の 嵌 合 溝 に 該 嵌 合 溝 の 深 さ 方 向 端 縁 側 か
ら 挿 入 し て 嵌 合 し 、 板 体 の 貫 通 孔 及 び 軸 継 手 の 孔 と 抜 止 溝 と に ボ ル ト を 挿 入 し 、 該 ボ ル ト
を 前 記 ナ ッ ト 部 材 に 締 め 込 む こ と に よ り 軸 長 方 向 の 相 対 移 動 及 び 相 対 回 転 を 不 能 に 結 合 さ
れ る 。 こ の 場 合 、 嵌 合 部 の 嵌 合 溝 へ の 挿 入 に 伴 っ て 板 体 の 規 制 片 が 撓 み 、 嵌 合 部 が 嵌 合 溝
に 嵌 合 さ れ た 後 、 規 制 片 が 弾 性 復 元 し て 嵌 合 部 の 一 側 に 当 接 し 、 嵌 合 部 の 反 挿 入 方 向 へ の
移 動 を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ １ ０ ２ ３ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 結 合 構 造 は 扁 平 と し た 被 挾 着 部 を 挾 着 す る こ と に よ り
板 体 を 軸 継 手 に 固 定 し て い る た め 、 板 体 の 固 定 力 が 十 分 で な く 、 板 体 が ガ タ つ く こ と に な
り 、 改 善 策 が 要 望 さ れ て い た 。 と こ ろ で 、 板 体 の 固 定 力 を 高 め る に は 、 板 体 を 溶 接 又 は か
し め に よ り 固 定 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 何 れ も 特 殊 な 固 定 手 法 で あ る た め 、 作 業 性 が 悪
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く 、 コ ス ト 高 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 斯 か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 特 殊 な 固 定 手 法 を 採 用 す る こ と な く 板
体 の 固 定 力 を 簡 易 に 高 め る こ と が で き る 軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ 発 明 に 係 る 軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 構 造 は 、 軸 体 と 、 該 軸 体 が 嵌 合 さ れ る 嵌 合 溝 、 該 嵌
合 溝 に 臨 む ２ つ の 孔 を 有 す る 軸 継 手 本 体 、 及 び 前 記 孔 の １ つ に 圧 入 さ れ た 係 止 体 を 備 え る
軸 継 手 と を 、 前 記 孔 に 挿 入 し て 前 記 係 止 体 に 係 止 す る 結 合 軸 に よ り 結 合 す る 結 合 構 造 に お
い て 、 前 記 軸 体 の 移 動 を 規 制 す る 規 制 片 、 該 規 制 片 に 連 な り 前 記 係 止 体 と 軸 継 手 本 体 と の
間 で 挾 着 さ れ た 被 挾 着 部 及 び 該 被 挾 着 部 に 突 設 さ れ た 凸 部 を 有 す る 板 体 を 備 え て お り 、 前
記 軸 継 手 本 体 及 び ／ 又 は 係 止 体 は 前 記 凸 部 が 嵌 入 さ れ た 凹 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 １ 発 明 に あ っ て は 、 係 止 体 を 軸 継 手 本 体 の 孔 に 圧 入 す る こ と に よ り 、 板 体 の 被 挾 着 部 に
突 設 さ れ た 凸 部 を 軸 継 手 本 体 及 び ／ 又 は 係 止 体 の 凹 部 に 嵌 入 さ せ る こ と が で き る た め 、 板
体 の ガ タ つ き を な く す る こ と が で き 、 板 体 の 固 定 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ２ 発 明 に 係 る 軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 構 造 は 、 前 記 凸 部 は 前 記 軸 継 手 本 体 及 び ／ 又 は 係 止
体 よ り も 硬 度 を 高 く し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
第 ２ 発 明 に あ っ て は 、 係 止 体 を 軸 継 手 本 体 の 孔 に 圧 入 す る こ と に よ り 、 板 体 の 被 挾 着 部 に
突 設 さ れ た 凸 部 を 軸 継 手 本 体 及 び ／ 又 は 係 止 体 に 食 い 込 ま せ る こ と が で き る た め 、 予 め 凹
部 を 設 け る こ と な く 板 体 の ガ タ つ き を な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 を そ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 結 合 構
造 の 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は 平 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ 　 － Ｉ Ｉ Ｉ 　 線 の 断 面 図 、 図 ４ は 図
２ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 結 合 構 造 は 、 そ の 一 端 部 に 非 円 形 の 嵌 合 部 １ １ を 有 す る 軸 体 １ と 、 嵌 合 部 １ １ が 相 対
回 転 不 能 に 嵌 合 さ れ る 嵌 合 溝 ２ １ 及 び 該 嵌 合 溝 ２ １ に 臨 む ２ つ の 孔 ２ ２ ， ２ ３ を 有 す る 軸
継 手 本 体 ２ 、 及 び 孔 ２ ３ に 圧 入 さ れ た 係 止 体 ３ を 備 え る 軸 継 手 Ａ と を 、 孔 ２ ２ ， ２ ３ に 挿
入 し て 係 止 体 ３ に 係 止 す る 結 合 軸 ４ に よ り 結 合 す る も の で あ り 、 係 止 体 ３ と 軸 継 手 本 体 ２
と の 間 に 板 体 ５ が 挾 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
軸 体 １ の 一 端 部 は 円 形 周 面 の 一 部 に 一 対 の 平 行 な 平 取 面 １ １ ａ ， １ １ ｂ 及 び 該 平 取 面 １ １
ａ ， １ １ ｂ に そ の 両 端 が 臨 む 半 円 形 の 抜 止 溝 １ １ ｃ を 有 す る 非 円 形 の 嵌 合 部 １ １ と 、 該 嵌
合 部 １ １ の 一 方 の 平 取 面 １ １ ａ に 連 な り 、 該 平 取 面 １ １ ａ よ り も 平 取 り 深 さ が 深 い 位 置 決
め 凹 所 １ ２ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
軸 継 手 本 体 ２ は 嵌 合 溝 ２ １ 及 び 該 嵌 合 溝 ２ １ に 臨 む 同 芯 的 な ２ つ の 孔 ２ ２ ， ２ ３ を 有 す る
断 面 略 Ｕ 字 形 の 継 部 ２ ４ と 、 該 継 部 ２ ４ に 連 な り 同 芯 的 な ２ つ の 貫 通 孔 （ 図 示 せ ず ） を 有
す る ヨ ー ク ２ ５ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
軸 継 手 本 体 ２ の 嵌 合 溝 ２ １ の 一 側 面 で 深 さ 方 向 の 端 縁 側 に は 側 面 よ り も 深 い ２ つ の 退 避 凹
所 ２ ６ ， ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 退 避 凹 所 ２ ６ ， ２ ６ は 嵌 合 溝 ２ １ の 長 手 方 向 両 端 近
傍 か ら 孔 ２ ２ の 近 傍 に か け て 設 け ら れ て い る 。 尚 、 軸 継 手 本 体 ２ は 例 え ば 炭 素 鋼 か ら な る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
係 止 体 ３ は 圧 入 筒 部 ３ １ と 、 該 圧 入 筒 部 ３ １ に 連 な り 、 ね じ 孔 ３ ２ を 有 す る 鍔 部 ３ ３ と を
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有 し て お り 、 圧 入 筒 部 ３ １ が 孔 ２ ３ に 圧 入 さ れ 、 鍔 部 ３ ３ が 継 部 ２ ４ の 外 側 へ 突 出 し て い
る 。 尚 、 係 止 体 ３ は 例 え ば 構 造 用 鋼 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ５ は 板 体 の 斜 視 図 で あ る 。
板 体 ５ は 軸 継 手 本 体 ２ 及 び 係 止 体 ３ よ り も 硬 度 が 高 い ば ね 鋼 か ら な り 、 嵌 合 溝 ２ １ 内 で 軸
体 １ の 反 挿 入 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る ２ つ の 規 制 片 ５ １ ， ５ １ と 、 該 規 制 片 ５ １ ， ５ １ に
屈 曲 部 ５ ２ を 介 し て 連 な り 孔 ２ ２ ， ２ ３ に 対 応 す る 貫 通 孔 ５ ３ ， ５ ４ が 穿 設 さ れ た 略 Ｕ 字
形 の 湾 曲 部 ５ ５ と を 備 え 、 該 湾 曲 部 ５ ５ の 貫 通 孔 ５ ４ 部 分 を 、 圧 入 筒 部 ３ １ の 圧 入 に よ り
継 部 ２ ４ と 鍔 部 ３ ３ と の 間 で 挾 着 さ れ る 被 挾 着 部 ５ ６ と し て あ る 。 こ の 被 挾 着 部 ５ ６ に は
挾 着 さ れ る 方 向 、 換 言 す れ ば 板 厚 方 向 内 側 へ 突 設 さ れ た 凸 部 ５ ７ を 有 す る 。 尚 、 湾 曲 部 ５
５ は 両 端 部 間 の 間 隔 を 継 部 ２ ４ の 幅 寸 法 よ り も 大 き く し 、 結 合 軸 ４ の 締 込 力 に よ り 撓 む よ
う に し て あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
凸 部 ５ ７ は 貫 通 孔 ５ ４ の 周 方 向 に 離 隔 し た ４ つ の 位 置 に ２ つ の 切 溝 を 平 行 的 に 設 け 、 各 切
溝 間 の 部 片 を 板 厚 方 向 内 側 へ 曲 げ る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 継 部 ２ ４ と 鍔 部 ３ ３ と の
間 で 挾 着 さ れ る と き 凸 部 ５ ７ が 継 部 ２ ４ に 食 い 込 み 、 継 部 ２ ４ に 凹 部 ２ ７ が で き る よ う に
し て あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
規 制 片 ５ １ ， ５ １ は そ の 先 端 が 嵌 合 部 １ １ の 反 嵌 合 方 向 側 部 分 に 当 接 す る こ と に よ り 軸 体
１ の 反 挿 入 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る も の で 、 嵌 合 溝 ２ １ の 長 手 方 向 に 離 隔 し 、 退 避 凹 所 ２
６ ， ２ ６ と 向 き 合 っ て お り 、 途 中 か ら 先 端 縁 に か け て 湾 曲 部 ５ ５ の 一 端 側 へ 傾 斜 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 板 体 ５ に は 被 挾 着 部 ５ ６ の 近 傍 に 屈 曲 部 ５ ８ を 介 し て 連 な り 嵌 合 溝 ２ １ の 長 手 方 向
外 側 に 配 置 さ れ て 軸 体 １ の 位 置 決 め 凹 所 １ ２ に 係 合 し 、 嵌 合 溝 ２ １ の 幅 方 向 へ の 撓 み を 可
能 と し た 可 撓 部 材 ５ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 可 撓 部 材 ５ ９ は 嵌 合 部 １ １ の 嵌 合 溝 ２ １ の 正 確 な 位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 状 態 で 嵌 合
部 １ １ が 嵌 合 溝 ２ １ に 嵌 合 さ れ る の を 防 ぐ も の で 、 屈 曲 部 ５ ８ に 連 な る 広 幅 部 ５ ９ ａ と 該
広 幅 部 ５ ９ ａ に 連 な り 広 幅 部 ５ ９ ａ よ り も 狭 い 幅 と し て あ る 狭 幅 部 ５ ９ ｂ と を 有 し て お り
、 該 狭 幅 部 ５ ９ ｂ を 嵌 合 溝 ２ １ の 幅 方 向 外 側 へ 撓 ま せ る よ う に し て あ る 。 こ の 狭 幅 部 ５ ９
ｂ は 、 そ の 先 端 部 を 嵌 合 溝 ２ １ の 幅 方 向 外 側 へ 曲 げ て あ り 、 該 狭 幅 部 ５ ９ ｂ の 先 端 部 に 指
等 を 引 掛 け 易 い よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 可 撓 部 材 ５ ９ は 嵌 合 溝 ２ １ の 他 側 面 よ り も 内 側 と な る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 嵌 合
量 が 不 足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 状 態 で 嵌 合 部 １ １ が 嵌 合 溝 ２ １ に 嵌 合 さ れ る
場 合 、 嵌 合 部 １ １ が 広 幅 部 ５ ９ ａ の 端 縁 に 当 接 し 、 嵌 合 部 １ １ が 嵌 合 溝 ２ １ に 嵌 合 さ れ な
い よ う に し 、 正 確 な 位 置 で 嵌 合 し て い る 場 合 に は 位 置 決 め 凹 所 １ ２ に 可 撓 部 材 ５ ９ が 挿 入
さ れ 、 狭 幅 部 ５ ９ ｂ が 位 置 決 め 凹 所 １ ２ と 係 合 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
広 幅 部 ５ ９ ａ の 一 部 は 嵌 合 溝 ２ １ の 他 側 面 と 向 き 合 う 撓 み 規 制 部 ５ ９ ｃ と し て あ り 、 嵌 合
量 が 不 足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 場 合 に 、 嵌 合 部 １ １ が 広 幅 部 ５ ９ ａ の 端 縁 に
当 接 し た と き 、 撓 み 規 制 部 ５ ９ ｃ が 嵌 合 溝 ２ １ の 側 面 に 当 接 し 、 狭 幅 部 ５ ９ ｂ の 撓 み を 規
制 す る よ う に し て あ る 。 ま た 、 広 幅 部 ５ ９ ａ は 嵌 合 溝 ２ １ に 嵌 合 部 １ １ が 嵌 合 さ れ て い る
場 合 に 嵌 合 部 １ １ と 当 接 し な い 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 狭 幅 部 ５ ９ ｂ を 撓 ま せ て 狭 幅 部 ５
９ ｂ の 位 置 決 め 凹 所 １ ２ と の 係 合 を 解 除 し 、 軸 体 １ を 嵌 合 溝 ２ １ の 長 手 方 向 へ 引 き 抜 く 場
合 、 嵌 合 部 １ １ が 広 幅 部 ５ ９ ａ に 当 接 し な い よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ は ス テ ア リ ン グ 装 置 に 用 い た 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 結 合 構 造 は 、 例 え ば ス テ ア リ ン グ 装 置 Ｂ に 用 い ら れ る 。 こ の ス テ
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ア リ ン グ 装 置 Ｂ は 、 一 端 が 舵 取 り の た め の 操 舵 輪 １ ０ ０ に 繋 が る 操 舵 軸 １ ０ １ と 、 そ の 一
端 が 操 舵 軸 １ ０ １ の 他 端 に 軸 継 手 Ａ を 介 し て 結 合 さ れ た 伝 動 軸 １ ０ ２ と 、 該 伝 動 軸 １ ０ ２
の 他 端 に 軸 継 手 Ａ を 介 し て 結 合 さ れ 、 車 体 の 左 右 方 向 に 延 設 さ れ た ラ ッ ク 軸 （ 図 示 せ ず ）
の 中 途 部 に 噛 合 す る ピ ニ オ ン （ 図 示 せ ず ） を 有 す る ピ ニ オ ン 軸 １ ０ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 の 構 成 に お い て 、 板 体 ５ を 軸 継 手 本 体 ２ に 結 合 す る 場 合 、 板 体 ５ の 湾 曲 部 ５ ５ を 継 部
２ ４ に 嵌 め 込 み 、 係 止 体 ３ の 圧 入 筒 部 ３ １ を 被 挾 着 部 ５ ６ の 貫 通 孔 ５ ４ か ら 継 部 ２ ４ の 孔
２ ３ に 圧 入 す る こ と に よ り 被 挾 着 部 ５ ６ を 継 部 ２ ４ と 鍔 部 ３ ３ と の 間 で 挾 着 す る の で あ り
、 圧 入 す る と き の 圧 入 力 に よ り 被 挾 着 部 ５ ６ の 凸 部 ５ ７ を 継 部 ２ ４ に 食 い 込 ま せ る 。 こ の
凸 部 ５ ７ の 食 い 込 み に よ り 継 部 ２ ４ に 凹 部 ２ ７ が 発 生 し 、 該 凹 部 ２ ７ に 凸 部 ５ ７ が 嵌 入 さ
れ た 状 態 と な る 。 従 っ て 、 板 体 ５ の ガ タ 付 き を 阻 止 す る こ と が で き 、 板 体 ５ を ガ タ 付 き が
な い 状 態 で 挾 着 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 板 体 ５ が 固 定 さ れ た 場 合 、 規 制 片 ５ １ ， ５
１ は 継 部 ２ ４ の 退 避 凹 所 ２ ６ ， ２ ６ 側 へ 退 避 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
軸 体 １ と 軸 継 手 Ａ と を 結 合 す る 場 合 、 軸 体 １ の 嵌 合 部 １ １ を 嵌 合 溝 ２ １ の 深 さ 方 向 の 端 縁
側 か ら 嵌 合 溝 ２ １ 内 に 挿 入 し て 嵌 合 す る 。 ま た 、 嵌 合 部 １ １ の 嵌 合 溝 ２ １ へ の 嵌 合 量 が 充
足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 し て い る 場 合 、 位 置 決 め 凹 所 １ ２ が 可 撓 部 材 ５ ９ と 向 き 合 う こ と
に な り 、 嵌 合 部 １ １ の 嵌 合 溝 ２ １ へ の 嵌 合 量 が 不 足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 場
合 、 位 置 決 め 凹 所 １ ２ が 可 撓 部 材 ５ ９ に 対 し て 嵌 合 溝 ２ １ の 長 手 方 向 へ 離 隔 し た 状 態 と な
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
嵌 合 量 が 充 足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 し て い る 場 合 、 嵌 合 部 １ １ の 嵌 合 溝 ２ １ へ の 挿 入 に 伴
っ て 規 制 片 ５ １ ， ５ １ が 撓 み 、 該 規 制 片 ５ １ ， ５ １ が 退 避 凹 所 ２ ６ ， ２ ６ へ 退 避 す る と と
も に 、 可 撓 部 材 ５ ９ の 狭 幅 部 ５ ９ ｂ が 位 置 決 め 凹 所 １ ２ に 挿 入 さ れ 、 嵌 合 部 １ １ を 嵌 合 溝
２ １ に 嵌 合 す る こ と が で き る 。 こ の 嵌 合 に よ り 抜 止 溝 １ １ ｃ が 孔 ２ ２ ， ２ ３ と 向 き 合 う 。
し か る 後 、 孔 ２ ２ か ら 係 止 体 ３ の ね じ 孔 ３ ２ へ ボ ル ト か ら な る 結 合 軸 ４ を 挿 入 し 、 締 め 込
む こ と に よ り 嵌 合 部 １ １ を 嵌 合 溝 ２ １ 内 に 固 定 す る 。 こ の 固 定 に よ り 、 軸 体 １ の 相 対 回 転
が 阻 止 さ れ る と と も に 、 軸 体 １ の 軸 長 方 向 へ の 抜 き 出 し が 阻 止 さ れ る 。 ま た 、 板 体 ５ の 湾
曲 部 ５ ５ の 一 側 部 分 が 結 合 軸 ４ の 頭 部 に よ り 挾 圧 さ れ 、 規 制 片 ５ １ ， ５ １ が 嵌 合 溝 ２ １ の
内 側 へ 変 位 し 、 該 規 制 片 ５ １ ， ５ １ の 先 端 が 嵌 合 部 １ １ の 反 挿 入 方 向 側 部 分 に 当 接 し 、 結
合 軸 ４ を 支 点 と す る 嵌 合 部 １ １ の 揺 動 を 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ７ は 軸 体 と 嵌 合 溝 と の 嵌 合 量 が 不 足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 状 態 を 示 す 図 で
あ る 。
位 置 決 め 凹 所 １ ２ が 可 撓 部 材 ５ ９ に 対 し て 軸 体 １ の 軸 長 方 向 へ 離 隔 し た 状 態 と な り 、 嵌 合
量 が 不 足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 場 合 、 嵌 合 部 １ １ が 可 撓 部 材 ５ ９ の 広 幅 部 ５
９ ａ の 端 縁 に 当 接 し 、 嵌 合 溝 ２ １ へ の 挿 入 が で き な い 。 従 っ て 、 嵌 合 量 が 不 足 し て 正 確 な
位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 状 態 で あ る こ と を 判 断 す る こ と が で き 、 嵌 合 量 が 不 足 し て 正 確 な
位 置 に 嵌 合 さ れ て い な い 状 態 で 結 合 さ れ る こ と を 回 避 で き る 。 尚 、 可 撓 部 材 ５ ９ は 撓 み 規
制 部 ５ ９ ｃ を 有 す る た め 、 嵌 合 部 １ １ が 広 幅 部 ５ ９ ａ の 端 縁 に 当 接 し た と き 、 撓 み 規 制 部
５ ９ ｃ が 嵌 合 溝 ２ １ の 他 側 に 当 接 し 、 可 撓 部 材 ５ ９ の 撓 み を 規 制 す る こ と が で き 、 嵌 合 部
１ １ が 嵌 合 溝 ２ １ に 挿 入 さ れ る の を 確 実 に 阻 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ８ は 軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 を 解 除 す る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
保 守 点 検 時 な ど 軸 体 １ と 軸 継 手 Ａ と の 結 合 を 解 除 す る 場 合 、 可 撓 部 材 ５ ９ の 狭 幅 部 ５ ９ ｂ
の 先 端 部 に 指 等 を 引 掛 け 、 狭 幅 部 ５ ９ ｂ を 嵌 合 溝 ２ １ の 幅 方 向 外 側 へ 撓 ま せ る こ と に よ り
、 該 狭 幅 部 ５ ９ ｂ が 嵌 合 溝 ２ １ よ り も 外 側 へ 変 位 し 、 可 撓 部 材 ５ ９ の 位 置 決 め 凹 所 １ ２ と
の 係 合 を 解 除 す る こ と が で き 、 可 撓 部 材 ５ ９ に 邪 魔 さ れ る こ と な く 嵌 合 部 １ １ を 軸 長 方 向
へ 抜 き 出 す こ と が で き る 。 こ の と き 、 可 撓 部 材 ５ ９ が 有 す る 撓 み 規 制 部 ５ ９ ｃ は 嵌 合 部 １
１ に 当 接 し な い 位 置 に 設 け ら れ て い る た め 、 可 撓 部 材 ５ ９ に 邪 魔 さ れ る こ と な く 軸 体 １ を
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嵌 合 溝 ２ １ の 長 手 方 向 へ 抜 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
尚 、 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 で は 、 被 挾 着 部 ５ ６ の 貫 通 孔 ５ ４ に 切 溝 を 設 け 、 該 切 溝 の 間
の 部 片 を 折 り 曲 げ る こ と に よ り 凸 部 ５ ７ を 形 成 し た が 、 そ の 他 、 凸 部 ５ ７ は 貫 通 孔 ５ ４ と
離 隔 し た 位 置 に 略 コ 字 形 の 切 溝 を 設 け 、 該 切 溝 の 間 の 部 片 を 折 り 曲 げ る こ と に よ り 形 成 し
て も よ い し 、 ま た 、 切 溝 を 設 け る こ と な く 成 形 に よ り 突 設 し て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ５ ７ は
板 厚 方 向 内 側 へ 突 出 す る 構 成 と し た が 、 そ の 他 、 板 厚 方 向 外 側 へ 突 出 す る 構 成 と し 、 係 止
体 ３ の 圧 入 力 に よ り 係 止 体 ３ の 鍔 部 ３ ３ に 食 い 込 ま せ る よ う に し て も よ い し 、 ま た 、 板 厚
方 向 両 側 へ 突 出 す る 構 成 と し 、 係 止 体 ３ の 圧 入 力 に よ り 継 部 ２ ４ 及 び 鍔 部 ３ ３ に 食 い 込 ま
せ る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 凸 部 ５ ７ は 係 止 体 ３ の 圧 入 力 に よ り 継 部 ２ ４ 及 び ／ 又 は 鍔
部 ３ ３ に 食 い 込 ま せ る 他 、 凸 部 ５ ７ が 挿 入 さ れ る 凹 部 ２ ７ を 継 部 ２ ４ 及 び ／ 又 は 鍔 部 ３ ３
に 予 め 形 成 し 、 係 止 体 ３ の 圧 入 力 に よ り 凸 部 ５ ７ を 凹 部 ２ ７ に 嵌 入 す る よ う に し て も よ い
。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 で は 、 ば ね 鋼 か ら な る 板 体 を 用 い る こ と に よ り 、 凸 部 ５ ７
を の 硬 度 を 軸 継 手 本 体 ２ 及 び 係 止 体 ３ の 硬 度 よ り も 高 く し た が 、 そ の 他 、 軸 継 手 本 体 ２ 及
び 係 止 体 ３ の 硬 度 以 下 の 硬 度 を 有 す る 板 体 を 用 い 、 少 な く と も 凸 部 ５ ７ 部 分 を 焼 き 入 れ 等
の 表 面 処 理 を 施 す こ と に よ り 凸 部 ５ ７ の 硬 度 を 軸 継 手 本 体 ２ 及 び 係 止 体 ３ の 硬 度 よ り も 高
く し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 第 １ 発 明 に よ れ ば 、 板 体 の ガ タ つ き を な く す る こ と が で き 、 板 体 の 固
定 力 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 ２ 発 明 に よ れ ば 、 予 め 凹 部 を 設 け る こ と な く 板 体 の ガ タ つ き を な く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 結 合 構 造 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 結 合 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ 　 － Ｉ Ｉ Ｉ 　 線 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 線 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 結 合 構 造 の 板 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 結 合 構 造 を ス テ ア リ ン グ 装 置 に 用 い た 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 結 合 構 造 の 軸 体 と 嵌 合 溝 と の 嵌 合 量 が 不 足 し て 正 確 な 位 置 に 嵌 合 さ
れ て い な い 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 結 合 構 造 の 軸 体 と 軸 継 手 と の 結 合 を 解 除 す る 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 軸 体
２ 　 　 軸 継 手 本 体
３ 　 　 係 止 体
４ 　 　 結 合 軸
５ 　 　 板 体
２ １ 　 嵌 合 溝
２ ２ ， ２ ３ 　 孔
２ ７ 　 凹 部
５ １ 　 規 制 片
５ ６ 　 被 挾 着 部
５ ７ 　 凸 部
Ａ 　 　 軸 継 手
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